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第7回オレンジページ広告大賞 審査員総評

服部幸應／審査員長
学校法人服部学園、服部栄
養専門学校理事長・校長／
医学博士。教育として「食育」
をテーマにあらゆるメディア
で活動。著書に『食育のすす
め』（マガジンハウス）、『服部
幸應の食育の本』（ローカス）、
『大人の食育』（NHK出版）な
ど多数。

東日本大震災の後ということもあって、雑誌を開き、
広告に目を通すという当たり前の日常が、なんと
尊いものなのかということをあらためて実感した選
考会でした。何気ない毎日を取り戻すには、どれ
だけ総力を挙げ、力を振り絞って再生しなくてはな
らないか。今後はそんな一助となる広告を、企業
各社にもお願いしたいと思います。

藤野真紀子／審査員
食育料理研究家。パリ、
ニューヨークで本格的にお菓
子と料理を学ぶ。帰国後、
「マキコフーズ・ステュディオ」
を主宰し、洗練されたレシピ
を幅広い世代に教えている。
『藤野真紀子の私の好きな
お菓子』（小社）ほか著書も
多数。

純広告の「食べたい!」と思わせるビジュアルだったり、
タイアップ広告の「ほぉー」と思わせる展開だったり。
大変な時期だからこそ、生活に密着した広告は、見
ていてホッとします。人と人とのつながりを表現する
のも広告ですが、クロスメディアなど、さまざまな手法
で人と人とをつなげるのも広告。再び、新しい世の中
を築いていくためにも、大事にしたいと思います。

中井美穂／審査員
元フジテレビアナウンサー。
現在はフリーで、TBSテレ
ビ「世界陸上」メインキャス
ター、「鶴瓶のスジナシ」
「タカラヅカ カフェブレイ
ク」レギュラー出演中。イ
ベント、執筆でも活躍。

広告は今を表しているもの。今と離れることができ
ないもの。それだけに震災以降は、それまで何度
も目にしてきた雑誌広告でも、まったく違った意味
で届くことを痛感しました。でも、それは時間が流
れているということの証明でもあって。「われわれ
は立ち直らなくてはいけない」、そんな力強さを感
じる広告に、自然と目がいったように感じます。

えのきどいちろう／審査
員
コラムニスト。本誌で人気の
連載「おつきあい研究所」執
筆のほか、ラジオのパーソナ
リティとして活躍中。プロ野球、
特に日本ハムを愛してやまな
いことでも有名。

本来なら出稿時の訴求感を議論すべきだが、今年は
「3.11」以降、マインドが切り替わってしまい、選ぶのが
むずかしかった。そんな中で個人的には、クロスメディ
ア広告の可能性と、そこから作られるコミュニティという
ものに興味を持った。広告単体ではなく、全体として醸
成されていく様子をみるに、もはや境界は溶けていると
感じる。これからも広告は非常に楽しみです。



第7回オレンジページ広告大賞受賞作品紹介

[受賞のコメント]
このたびは、栄誉ある広告大賞を賜り、誠にありがとうございました。これからも、一人一人のコ
ミュニケーションや絆を大切にする企業として、一層努力してまいります。
株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ プロモーション部部長樺沢正人

[読者の声/審査員のコメント]
懐かしい感じがして、胸が熱くなります。ふと、家族にメールしてみようかという気になります。
（43歳・主婦）
家族写真がほのぼのとして、やさしく伝わるのがよかったです。じっくり読みたくなりました。
（29歳・フルタイム勤務）
私にも東京と外国で暮らす娘が二人います。お母さんの気持ちに共感できました。気持ちだけで
なく、つながるってやっぱりいいですね。
（50歳・自営業）
家族の絆と携帯電話のつながりがリンクする様子が、タレントではなく、一般の家族が登場したリ
アリティによって際立っています。素朴でアナログな感じを受けるモノクロ写真と、最先端の携帯
電話との組み合わせも見事。3.11に頼みの綱となった経験からも、ものすごく的の大きな広告とし
て響いてきたのがこちらでした。 （総評）

広告大賞グランプリ 株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ ／ 家♥族【イエ・ラブ・ゾク】



[受賞のコメント]
このたびは、「第7回オレンジページ広告大賞」読者大賞に「パルスイート®」みかんの食べジャ
ムのタイアップ広告を選定いただき、誠にありがとうございます。読者のかたに選んでいただくと
いう栄誉ある賞を頂戴し、広告制作に携わった関係者一同、たいへんうれしく思っております。
味の素株式会社 甘味料部主任藤原裕美

[読者の声]
キャッチフレーズの「甘い誘惑」がジャムと一致する。レシピが載っているので、食べジャムも作
ることができてよい。
（40歳・フルタイム勤務）
ジャムのオレンジがきれいで、食べてみたくなった。カロリーも気になるので、ぜひ「パルスイート
®」を購入して作ってみようと思います。
（29歳・主婦）
自分で作ってみたくなった♪
おいしそう～。
（27歳・フルタイム勤務）
簡単なレシピがいい。子どものおやつにぴったりでいいなあと思います。商品の特徴と、利用法
が伝わってきた。 （38歳・主婦）
インパクトのあるりんごのビジュアルと低カロリーにひかれました。みかんの食べジャムもすごく
おいしそう。 （25歳・派遣）

読者大賞グランプリ 味の素株式会社／

「パルスイート®」で簡単手作りスイーツ みかんの食べジャム




